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鎌倉市議会議員久坂
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■一般質問概要～全ての子どもに豊かな時間を！～ 

 放課後の学校教室などを利用し、地域の方の力を頂き、子ど

もたちに囲碁や、英語、理科実験や読み聞かせ等様々なプログ

ラムを行う放課後こども教室。 

現在稲村ケ崎小学校、今泉小学校で年間 40～50 回程度開催

されており、子どもたちに安全・安心な学びの場を提供するこ

とを目的としています。 

参加した児童、保護者ともに満足度が大変高い取組で、アン

ケートでは「参加してよかった」と答えた層が両校とも９５％

以上となっています。 

しかし、これまでは上記 2校に取り組みが限定されていたた

め、議会の場で数年前から全校実施を求めてきました。 

今回の一般質問で改めて全校実施を求め、そして「全校実施」

の答弁を初めて得ました。来年度が初年度とされる後期実施計

画にも掲載される予定です！ 

あとはいかにスピード感をもち、充実した内容で確実に全校

実施が展開されるかしっかり確認していきます。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 また現在、市内ではいくつかの子どもの家（学童）で、待機

児童が発生したり、入所の子どもたち自体が大変多く、手狭に

なっている子どもの家もあり、早急な対応が必要です。 

上記の放課後こども教室と子どもの家を連携して実施する放

課後総合プランは、31年度までに 1校設置が計画目標とされて

いました。 

1 校では現状に対応できない、として計画の実施前倒しと実

施校増加などの拡充を求め、従来の１校から 2校設置と答弁を

得ました。 

 現在鎌倉市の子どもの家は前述したように、大変入所児童も

多く、受け入れ・運営だけで精一杯の状況が続いていますが、

受け入れだけではなく、子どもがいて楽しいと思える場所、そ

して子どもへの対応もしっかり行う質の確保も伴った運営が

必要です。引き続き質の確保等も要望し、充実した施策の展開

を求めていきます。 
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■新観光案内所開設されました 

 先月鎌倉駅東口ＪＲみどりの窓口隣に新しい観光案内所が開設されました。開所時間を

2時間増やし、9：00～19：00まで利用できるようになりました。 

またタブレットを設置し、自由に検索・利用できる 

環境も整えられています。 

2020年開催のオリンピック・パラリンピックに向け、 

海外からの観光客むけに多言語対応も必要ですが、 

国内外からの増大する観光客と市民生活の調和をどう 

図るのか、例えば交通政策、ごみの問題などは喫緊の 

課題です。具体的な解決を今後も、考えていきます。    （開所式に参加 

（開所式に参加しました→） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

プロフィール：聖心女子大学文学部英文学科卒業 水瓶座 O型  

家族 夫・長男(小学生)・長女（2才） 

鎌倉市議会副議長 教育こどもみらい常任委員会委員  

久坂くにえサポーターズクラブ  

〒247-0056  鎌倉市大船 2-10-25-302   

kusakakunie@gmail.com  

www.kkusaka.net  TEL/FAX)0467-47-1905 

市政に関するお問い合わせ・ご意見はお気軽に上記までお寄せください！ 

ご意見はお気軽に上記までお知らせください 

  

 

 

■決算特別委員会開催～抜粋して報告します①～ 

 前回の定例会では 27年度決算特別委員会が行われ、委員として審議に参加しました。 

市の全分野を扱うということで、ボリュームの多い特別委員会で、審査日程は 5日間とな

っています。 

 多分野にわたる数多くの質疑を行いましたが、いくつか抜粋をして報告します 

＊ここ数年、特別養護老人ホームや、認知症の方向けのグループホームの設置事業者を募

集しても、中々開設に至らない状況が続いています。 

こうした機会を逃すことは鎌倉市にとって、福祉施設という地域資源が集積できない事

であり、高齢化の進む市にとって大きな痛手です。 

用地面積の見直しなど募集要項内容の再検討を行った事が質疑の中で明らかになりま

したが、一定規模の土地の取得や、発掘調査等の制約などがある鎌倉において、庁内関連

部署が連携、情報共有を行い、こうした制約・課題を把握し、より福祉施設の開設しやす

い環境を整えるよう要望しました。 

＊耐震改修促進計画が策定されましたが、平成 32 年度には９５％とされた耐震目標は達

成が困難であることが審議の中で明らかになりました。 

いざというときの備えとして耐震対策が必要なことは明確ですし、さらなる周知が必要で

す。周知に加えて、マンションなどの共同住宅等の耐震改修アドバイザー派遣や耐震診断

費用補助助成について、今後も積極的に推進するよう要望しました。 

 

 

http://www.kkusaka.net/

